
 

 

 

１ 主題設定の理由 

  学習指導要領の柱の一つに「社会に開かれた教育

課程」が記されている。これを実践するために本町

においても令和５年度から「地域とともにある学校

づくり」を目指し、高千穂町教育委員会指導・支援

のもと学校運営協議会が実施されている。また、本

町の教育施策においては、 

・教育目標１「社会を生きぬく基盤を育て、高千穂

町の未来を担う人材を育む教育の推進」として、高

千穂 GLOCAL の推進、地域の特色ある資源を生か

した教育活動の推進 

・教育目標２「高千穂町の教育を支える体制・整備

の充実」として、学校種間の連続・接続の推進 

・教育目標３「町民が生涯にわたって学び、教育に

参画する社会づくりの推進」として、学校を核とし

た地域づくりの推進、地域とともにある学校づくり

の推進を掲げている。 

 本校は、令和７年度より上野中学校閉校に伴い、

町内唯一の中学校として新たにスタートした。この

機会を絶好のチャンスと捉え、本町の教育目標３に

重点を置き、教頭及び教職員の専門性を生かした地

域社会との連携強化や地域人材の活用をいかに推

進しながら具体的な活動が実践できるかを学校運

営協議会の運営上の課題を踏まえ明らかにするた

め、本主題を設定した。 

 

２ 研究のねらい 

  学校運営協議会の運営上の課題を踏まえ、地域社

会との連携強化や地域人材の活用を推進しながら

具体的な活動について究明する。 

 

３ 研究の概要 

 (1) 研究の内容 

  ① 本校の学校運営協議会の運営状況と内容 

  ② 地域社会との連携・地域人材の活用を図るた

めの取組 

  ③ 地域と学校をつなげるための教頭の役割 

 (2) 研究の実際 

  ① 本校の学校運営協議会の状況の運営状況と

内容 

  ア 本校の学校運営協議会の目的 

教育の質の向上を目指すために、学校教育目

標の実現のための教育活動や学校運営の妥当

性や効果について評価を行い、それをもとに教

育 

活動や学校運営について改善を図り、 信頼さ 

 

 

育活動や学校運営について改善を図り、信頼され

る学校の実現のために、教育目標やその具現化の

ための取組について保護者や地域の方々に説明

し、その達成状況や改善点について公表し、地域

ぐるみの教育の推進を図るために、保護者や地域

の方々の参画をより一層すすめ、学校・家庭・地

域のコミュニケーションを図り、確かな信頼関係

の構築を進めることを目的とし、以下の年間スケ

ジュールを立てている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学校運営協議会の内容と改善点 

第１回学校運営協議会では本校の学校運営に

ついて説明する中で、例年、学校関係者評価に偏

った運営を行っていたため、今年度の教育課程の

見通しを説明し、委員の方々や地域の方々に積極

的に参加してもらう場を設けるための変更点に

ついて協議を行い、了承を得た。 

・ 今年度予定される 

地域との交流学習や 

事業、学校行事に積 

極的に参加していた 

だく。今年度は紅葉祭（文化祭）から地域伝統

芸能発表会を分離し別日に開催することや、生

徒会がいじめ問題サミットに参加し活動内容

を発表するため、生徒会活動を説明する場を設

け、委員としてのアドバイスをいただく。 

・ １１月の第２回学校運営協議会で、講師を招

いて委員の役割について再度確認していく。 

・ ２学期第３回参観日をフリー参観週間とし、

委員の参加とともに町内世帯の参観を案内す

る。 

第５Ａ分科会 研究課題「教職員の専門性に関する課題」 

研究主題 『地域とともにある学校を目指した教頭の役割』 
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・ １１月実施予定の地域の方々との座談会に出

席していただき、生徒との交流を深める。 

 

② 地域社会と連携を図るための取組 

   ○ フリー参観週間 

    今年度、高千穂町唯一の中学校となり、地域 

の方々に中学生の活動の様子を参観していただ

き、今後の高千穂中学校の発展につないでいく

目的で実施した。実施後はアンケートに回答し

ていただき、以下のような回答を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （参観者の感想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 第１学年伝統芸能発表会 

   今年度より紅葉祭（文化祭）のプログラムから

単独開催として実施。神楽、民謡、薙刀、彫り物、

上野臼太鼓踊りそれぞれの指導者（お師匠様）か

ら指導していただいたことを地域の方々にもみ

ていただいた。 

 

 

 

 

  

  ○ 第２学年職業人講話 

   職場体験学習前に地域で働く方々に来ていた

だき、働くことの意義、なぜこの職業に就いたの

か、働く上で意識していることなど、２年生徒に

分かりやすく説明していただいた。職場体験学習

事業所、並びに講師の方々は、今年度より町教育

委員会に新設されたキャリア教育コーディネー

ターに調整していただいた。 

 

 

 

 

 

 ○ 第３学年探究学習 

   第３学年では、総合的な学習の時間に高千穂町

を今以上に活性化するためにはという課題を持

ち、具体的な内容について計画を立て、自分たち

の力で実践していく取組を行っている。 

  〈実際の取組〉（一部） 

   ・モルックフェスティバルの実施 

        2027年に宮崎県で開催される国体で、本町

は剣道競技とモルック競技（オープン参加）が

実施される。そこに着眼したモルック実行委

員会が生徒たちから地域の小・中・高校生との

交流を深める目的でこのフェスティバルを計

画した。高千穂町と担当生徒が打合せを行い、

国民スポーツ大会推進室より予算をいただき

 

 

 



実施することができた。 

 

 

 

 

 

   ・高千穂散策スタンプラリー 

    高千穂町を訪れた観光客や地域の方々に町内

を歩いてもらいながらゆったりとした時間を過

ごしてもらうことができるような企画・運営を

実施することができた。 

 

 

 

 

 

    

 

 

○ 生徒会主催座談会「ちょっと話してみらん会」 

本校生徒会は、宮崎県いじめ問題サミットでいじ

め撲滅に関する取組（ピンクウィーク・人権標語・

ハートメッセージ）を発表し代表として全国いじ

め問題サミットに出場することが決定した。 

   この取組において、いじめ問題を学校だけの課 

  題とするのではなく、地域の課題として捉え、地

域の方々と中学生がいじめのことについて語る

場を設定したいという生徒会の思いがあり実施

することにした。 

しかし、本校インフルエンザ感染症者の増加に

より、中止となった。 

 

 

 

  

 

 

 

③ 地域と学校をつなげるための教頭の役割 

  ○ 教務主任や学年担当と協議しながら生徒が作成

した企画内容や活動内容、支援内容、支援方法に

ついて共通理解を図り、適切な人材を確保するた

めに町教育委員会キャリア教育コーディネータ

ーや地域学校協働活動推進委員との調整役とし

ての役割を担った。 

 ○ 地域の方々への学校行事案内の広報手段とし

て、町の防災無線や回覧板を活用したが、防災無

線の録音や高千穂町内３９２４世帯への案内の

依頼など、町関係者との連絡調整を行った。 

    

 

 

 

 

 

４ 今後の課題 

 ○ 学校運営協議会の導入から３年が経とうとし

ているが、その役割が学校関係者評価に偏ってし

まっている部分が多くみられ、校内での体制づく

りがまだ不十分である。持続可能な取組にしてい

くために今一度、学校運営協議会の役割について

委員の方々に周知していく必要がある。 

 ○ 教頭から職員へ連携した取組の学年推進担当

を決めることで、持続可能な取組になると考えら

れるので、役割を明確にし組織的に対応する必要

がある。また、「地域とともにある学校づくり」を

さらに推進していくためには、教職員の参画意識

を高める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


